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事務局：堺市 建築都市局 都市整備部 
中百舌鳥・拠点整備担当  
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NAKAMOZU イノベーションコア 
創出コンソーシアム 会員 

・公立大学法人 大阪府立大学 

・公立大学法人 大阪市立大学 

・堺商工会議所 

・公益財団法人堺市産業振興センター 

・株式会社さかい新事業創造センター  

・株式会社池田泉州銀行 

・株式会社エスポワール 

・大阪ガス株式会社 

・大阪市高速電気軌道株式会社 

・大阪信用金庫 

・関西電力株式会社 

・株式会社スマートバリュー 

・大和ハウス工業株式会社 堺支社 

・大和リース株式会社 

・西日本電信電話株式会社 関西支店 

・堺市 

支援・協力機関 

・株式会社日本政策金融公庫 

1．NICCC総会とは 

令和３年 11月 18日 

第２回 NICCC総会を開催しました。 

 

 NICCC総会とは、コンソーシアムの事業及び収支並びに運営に関

する基本的な事項について審議し、決定することはもとより、進捗

状況の共有や会員による最近の取組や市の施策紹介等も交えな

がら、今後の取組について話し合う場です。 

 

 

 

２．第２回NICCC総会 概要 

日時：令和 3年 11月 18日（木）10時～12時 
場所：大阪府立大学 中百舌鳥 キャンパス サイエンスホール 

 
＜プログラム＞ 
１．開会挨拶 
２．ロードマップ骨子案報告 
  ○ロードマップ骨子案の説明 
  ○質疑応答 
３．話題提供 
  ○大阪府立大学 研究推進機構 特認教授 増森 毅 先生 
  ○堺市産業振興局 商工労働部 イノベーション投資促進室 

４．ロードマップ骨子案等に関する意見交換 
５．閉会 

ロ ー ド マ ッ プ骨子案  
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【事務局】  
堺市  建築都市局  都市整備部  
中百舌鳥・拠点整備担当  
〒590-0078 堺市堺区南瓦町 3 番 1 号 15 階  
TEL:072-340-0389/FAX:072-228-7897 

３．当日の様子 

 第 2回 NICCC総会では、現在作成中のコンソーシアムのロードマ

ップに関する進捗状況を報告するとともに、ロードマップの中身につい

て、意見交換を実施し、Niccc メンバーから意見を頂戴しました。 

 話題提供として、大阪府立大学 研究推進機構の増森 毅先生か

ら 2022年に開学予定の大阪公立大学構想について、ご紹介を

いただきました。メンバーの関心も高く、熱心に聞き入る姿が印象的

でした。また、堺市イノベーション投資促進室からは、市内におけるイ

ノベーション創出の動きや価値共創事例を取り上げ、新たなイノベ

ーションの「芽生え」を紹介しました。 

 最後に、ロードマップに関するさらなる意見交換として、いくつかテーマ

を設定して、メンバーから意見を頂戴しました。 

４．意見交換でのご意見 

＜イノベーションエコシステム創造に向けて、どのような取組が必要か？＞ 

＜新大学のオープン化に向けてどのような取り組みが必要か？＞ 

 お金だけでなく、そのまちに、その場所に投資したいかという点が重

要である。旧態依然の企業の考え方では、積極的な投資にはつな

がりにくい。行政については、地域のプラットフォーマーとして上手く各

主体を取り持ってもらいたい。大学には大学の役割があり、アカデミ

アの視点からまちづくりや社会づくりに知見を提供してもらいたい。そ

うした役割分担の上に、エコシステムを少しずつ構築していくことが重

要であると考える。 

 イノベーションエコシステムの創造に向けては、民間だけでなく、行政

など様々な主体の想いがある。吹田 SSTの事例だと、モノよりもコ

ト（健康・エネルギーなど）をどう進めるかが重要であった。 

 イノベーション創出への取組では、補助金やピッチイベントなど様々

なメニューを提供してきた。ただ、関西のベンチャーは少なく、東京に

比べると広がりも限定的である。なかもずもそうだが、関西発のイノ

ベーションをどう起こしていくか。また、ベンチャーを興そうとする人が何

を求めるのか。そういったところを掘り下げないといけない。 

 まずは、「なかもず＝イノベーション」という印象を作らないといけな

い。未来志向で地域のシンボルとなる建物も必要だろう。 

 イノベーションを起こすためには、それをやるというマインドを持つ人が

集まらないといけない。 

 イノベーション創出には多様な人々の存在が必要だが、どういった人

を巻き込みながら進めていくかが重要であり、戦略的にやらないとい

けない。イノベーションは手段にすぎないので、目的を明確化しない

といけない。 

 まちづくりとは、「ブランドづくり」である。多様な人が集まれるように、

大学と周辺、産学官のバウンダリーをどれだけ埋めていけるかが重要

である。 


